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Inthispaper,thenatureofTsuyamareg10nWasexplainedintermsofseveralchanglngfeatures
suchasagrlCultural,industrial,commercial,andsight-seelngaCtivities･Also,Shorthistoryof
minlngSulfideoreatYanaharaTownwasdescribedandthepopulationchangeofsurrounding
areawasanalyzed.
Althoughthevitalityofagricultureingeneralhasgradualyfalenmainlyduetothedecreaseof
numberoffarmhousehold,oftherateofful-timefarm household,oftheareaoffarmland,andofthe
harvestedareaofrice,tobacco,andJapaneseradish,theproductionofblacksoybeanandtherateof
vegetables,etc.haveincreased.ARerthehighwayofChugokulinewasopenedtotraffic,thenumber
orindustrialparksandestablishmentssuddenlylnCreaSedinandaroundTsuyamaCityandthey
employedmanyworkers.WithintheindustriesofTsuyamaCity,manufacturesofge!leraland
electricalmachineries,equlpmentandsuppliesdeveloped,buttheonesortextilemilproducts,apparel
andotherfinishedproductsmadefromfabricsandsimilarmaterialsdeclined.Insight-seeing,tourists
ofYunogouspahaveincreasedinasatisfactory･PopulationsofthemunlCIPalitiesexceptTsuyama
Cityhavedecreasedsince1970andanumberoflarge-sizedstoreshavecometobelocatedinthe
suburbsofTsuyamaCity.
Keywor血 :Tszo,amaregion,TszqamaCio,Agriculture,IndustrialPark,Sight-seeing,CiO'
1 はじめに
(地域)地理学の一部あるいは立場には,旧来,地誌と
呼ばれる分野があり,地域の全体的な性格を要領よくま
とめて提示したり,産業や自然などの特定の側面に限定
して当該地域の特色やその一端を説明してきた.都道府
県や市町村の地(域)誌をまとめるのは,非常に地味な基
礎的作業であるうえに,かなりの時間も要することなど
も関係して,都道府県史や市町村史のようにすべての地
域で地域誌が刊行されている訳ではない1)
実際に,日本や世界を対象とした地誌書やそれに類す
る書物の刊行は,官公庁ではなく,意欲的な団体2)や
民間の書店 3)の企画に主に委ねられてきたが,変化が
大きい時代にあっては,資料が程なく古くなるので,内
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容の更新が適宜求められる.
この小論は,上述したことに関連して,岡山県の一部
である津山地域の性格を (地域)地理学の立場から説明
することを目的とする1つの試みの基礎作業である.津
山地域の範囲の決定には,岡山県北の中心都市である津
山市の買物圏を参考にしたり,通勤 ･通学圏を考慮する
方法など,さまざまな手法があるが,ここでは,便宜的
に,単に岡山県の津山と勝英の2つの地方振興局の管轄
区域とした.これらには, 津山市のほか, 苫田郡 (加茂
あ ば そん とみそん かみさいばらそん
町,阿波村, 鏡野町, 冨 村,奥津町, 上斎原村), 磨
しょうおうちょう かったちよう し上うはくちょう あいだ
田郡 (勝 央 町, 勝 田町,奈義町,勝 北 町),英田
みまさかちょう にしあわくらそん さくとうちょっ
那 (美 作 町,西粟倉村, 東粟倉村,作 東 町, 大原
やなはらちょう くめなんちょう
町,英田町), 久米郡 (柵 原 町,中央町,久米南町,
あさひちょう
久米町,旭 町,)が含まれる.
説明項目の設定は,内容を事実上,左右することにな
るので,きわめて重要であり,著者の意図の大要が反映
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される.しかし,現実には,頁数などの制約があるので,
百科辞典や地名辞典のように項目を網羅することはでき
ない.そこで,日本全体と対照させて津山地域の性格を
なるべく効果的に説明するにあたり,当然のことである
が,1970年代以前については二宮書店による従来の日本
地誌 (青野 ･尾留川 ;1978)などを参照し,依拠するこ
とになる.説明項目として,農牧業,鉱業,商工業,観
光,都市を選択することにし,鉱山の歴史以外では,主
に1960･1970年代以降の主要な変化に着目･限定して津
山地域全体の動向を説明 ･検討する.各市町村の細かな
事実の多くについては省略した.
2 津山地域の農牧業
2.1津山地域の自然
津山地域の中心は,津山盆地である.津山盆地は,狭
義には津山市を中心とした吉井川の中流域を指すが,広
な ぎせん
義には美作の中東部を含む.津山盆地は那岐山 (標高は
1,240m)の南に広がり,北東部には岡山県内で最高峰
うしろやま
の後 山 (同1,345m)がある.後山とともに国定公園
に指定されている那岐山の南麓には,洪積世のレキ層や
にほんばら
火山性のクロボク土が第三紀層を広く被 う日本原高原が
あり,明治初期には士族授産事業として農耕 ･養蚕など
の開墾計画が実施されたが,失敗した.日本原は1908
(明治41)年に陸軍の演習場に買い上げられ,第二次世界
大戦後は陸上自衛隊が利用している.日本原を中心とす
よこぜん
る地域は横 仙地方とも呼ばれ,濯瓶用の溜め池が多く,
ひろどかぜ
晩夏から初秋にかけて広戸風と呼ばれる局地風が吹くこ
とがある.
2.2津山地域の農牧業
津山地域は,津山盆地よりもかなり広い範囲で,津山しようえい
･勝 美の両振興局管内の22市町村のことである.農林
業センサスによると,1960年の津山地域の総農家数は18,
723戸(1960年を基準100とする指数で表示.以下同じ.)
であったが,1970年に17,094戸 (91),1980年に15,189
戸 (81),1990年に12,865戸 (69),2000年に10,963戸(5
9)に減少した (図1).市町村別にみると, 減少の速さ
とまだ
は大同小異であるとはいえ,奥津町では苫田ダムの建設
をめぐる積年の混乱などにより,1960年の963戸(100)か
ら2000年に364戸 (38)に減少したことがとくに目立つ.
津山地域の専業農家数の減少はさらに激しく,1960年
に6,567戸(100)であったが,1970年には2,282戸(32)で
約3分の1になり,その後も微減し続けて,1980年に1,
823戸(28),1990年に2,079戸(32),2000年には1,718戸
(26)になった (図2).1960年から1970年にかけての減
少がとくに大きいことが明らかである.津山市の専業農
家数は1960年には2,546戸 (100)であったが,1970年に
は713戸 (28),1980年には541戸 (21),1990年には577
戸 (23),2000年には463戸 (18)に減少した.津山地域
の専業農家率は,1960年に35%であったが,1970年には
13.3%に急減し,その後も減少し続けて,1980年には12
%になり,1990年には16%,2000年には15.6%を示した.
また,津山地域の基幹的農業従事者数は1960年には35,
989人(100)であったが,1970年にはほぼ半減して19,265
人 (54)になり,1980年には8,164人 (23),1990年には
5,241人(15),2000年には5,393人(15)にまで減少してい
る (図3).1960年から1980年にかけての変貌の凄まじ
さが,とくに顕著である.これらの数値から,日常的な
農業従事者数が確実に減少し続ける中,農家が農地をど
うにか維持していることが明らかである.このような状
態が今後も続くとすれば,農業労働力の一層の高齢化と
減少が続き,さらに兼業農家数も減少し続けていく.隻
落営農組織ができなければ,耕地管理に支障をきたし,
耕地の一部を自然放棄せざるをえず,耕地が林地化して
耕境が後退するところも出現する可能性がある.
農業従事者の減少や高齢化の進行,および米の減反政
策の影響を受けて,経営耕地面積はいずれの市町村でも
ほぼ一様に徐々に減少してきたが,畑面積は1980年以後
に,樹園地面積は1990年以後に目立って減少した.
津山地域の経営耕地面積は,1960年には25,014ha(10
0)であったが,次第に減少し続け,1970年には23579ha
(94),1980年には19,6121】a(78),1990年には16,193ha(6
5),2000年には14,483ha(58)になり,約40年間で42%減
少した (図4).また,津山地域の田の面積は,1960年
に20,085ha(100)であったが,次第に減少して,1970年
に19,269ha(96),2000年には12,474ha(62)になり,約7,
600ha(38%)減少した.同様に,畑の面積は1960年には4,
392ha(100)であったが,1970年に3,798ha(86),2000年
には1,616ha(37)になり,63%も減少したことになる.
さらに,樹園地面積は1960年に540ha(100)であったが,
1970年には666ha(123)に増加した.しかし,その後は減
少の一途で,2000年には393ha(73)になり,1960年か
ら27%も減少した.
米の収穫面積は,1960年には津山地域で19,015.6ha
(100)であったが,農産物貿易の自由化に柔軟に対応
しようとする農政のもとで,1970年に17,930ha(94),19
80年に12,623ha(66),1990年に9,794ha(52),2000年に7,
138ha(38)と一貫して減少し,従来の約3分の1になっ
てしまった (図5).減反率の目標数値が毎年,国から
都道府県を経由して市町村,さらには農業集落に降ろさ
れて割り当てられた結果,地域別の減反率はほぼ均一に
なってきたので,米の収穫面積の減少率の地域差は大き
おお はが きたしょう
くない,一方で,中央町大坪和,久米南町北 庄,英田
うえやま
町上 山などの作業能率が良くない棚田では,耕作放棄
地の増加を阻止する一助として棚田景観を保全しようと
する動きがみられるが,類似した地域はほかにも数多く
あり,水田を持続的に管理できる保証は必ずしも明確で
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図 1 総農家数の推移
各年次の簾業センサスにより作成･
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図2 専業農家数の推移
各年次の農業センサスにより作成
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図3 基幹的農業従事者数の推移
各年次の農業センサスにより作成
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図4 経営耕地面積の推移
各年次の農業センサスにより作成
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図5 米の収穫面積の推移
各年次の農業センサスにより作成
図6 主な市町における大豆の収穫面積
各年次の農業センサスにより作成
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はないことが懸念される.
従来,かなり多かった大豆の収穫面積は,1960年には
1,286ha(100)であったが,1970年に393ha(31)に減少し
た.しかし,水稲の転作作物としての大豆の作付面積が
増加し,1980年に833ha(65),1990年には1,172ha(91)に
まで収穫面積が増加 (回復)したが,2000年には834ha
(65)に減少した.1990年から2000年にかけて,津山市
(275ha-58ha),鏡野町 (84ha-16ha),中央町 (79ha
-25ha),久米町 (102ha-46ha)では顕著に減少した.
これらとは逆に,勝央町 (89ha-206ha),勝北町 (73ha
-98ha),美作町 (86ha-104ha)では,大豆の収穫面積
が1990年から2000年にかけて大幅に増加した (図6).
タバコはなだらかな中国山地でかなり広く作付けられ
てきた契約栽培型の商品作物で,1960年の津山地域の収
穫面積は326.1ha(100)で,1970年には621ha(190)とほぼ
倍増したが,1980年には356ha(109)に減少した.それ以
後は,1990年に202ha(62),2000年に104ha(32)で,後退
が顕著に現れ,栽培地域は限定されてきた.2000年に5
ha以上の作付面積があったのは,勝田町(7ha),勝央
町(20ha),作東町(19ha),中央町(16ha),旭町(9ha),
久米南町(28ha)である (図7).
ダイコンも当地域内で比較的広く栽培されており,19
60年の収穫面積は338haであったが,1970年には207ha,
1980年には104ha,1990年には102ha,2000年には45haで
減少の一途で,1960年を100とすると2000年は13にすぎ
ない.東粟倉村では,1970年に14haであったが,1980年
に37ha,1990年に47haにまで例外的に増加したが,2000
年には6haに急減している (図は省略).
次に,農業粗生産額に占めるそれぞれの部門の比率と
その変化を,1960･1980･2000年の生産農業所得統計か
ら検討する.米の比率は1960年には4-6割台で,市町
村ごとの差異が小さかったが,1980年では6割を超える
地域が消滅する中で1割台も現れた.しかし,2000年に
おける米の平均比率は上昇し,6割以上の比率が復活し
た地域もある.農家数が減少する中で,兼業農家率が上
昇し,機械化 ･省力化された米作は,相変わらず農業収
入の第 1位を保っている市町村が大半であり,水田農村
の生業である稲作の意義は一般的には大きく変わらない
感がある (表は省略.以下,畜産まで同様).
麦 ･雑穀 ･豆 ･芋類の比率は,大半の市町村では1960
年には1割台を示していたが,1980年には1割以下に低
下した.2000年にまで低下が続いた地域もあるが,美作
町 ･大原町 ･勝北町 ･勝央町などのように上昇に転じた
ところもある.勝英地域では,水田転作作物の黒大豆の
栽培が年々拡大し,1999年度の黒大豆の作付面積は705h
a,収穫量は847tに達し,全国の約6分の1を占めた.
このほか,サヤインゲンが上斎原村 ･東粟倉村などで栽
培されている.
野菜の比率は,おおむね上昇基調の変化である.1960
年には1割以上の比率はみられなかったが,1980年以後
には上昇傾向が現れ,2000年には東粟倉村では3割台,
上斎原村では2割になったはか,ほかにも1割台の地域
が増加した.ホウレンソウは,上菅原村 ･阿波村 ･西粟
かがみのちょう
倉村 ･東粟倉村などで生産され, トマ トは鏡 野 町 ･阿
波村 ･富村などで,イチゴは勝央町 ･英田町などで,ダ
かt,ちょう
イコンは加茂町 ･東粟倉村などで有機栽培されている.
久米南町では多様な野菜を栽培し,町内の国道53号線沿
いの道の駅で販売している.
岡山県民や消費者の一般的印象とはかなり異なるかも
知れないが,果樹の比率は当地域ではおおむね低く,そ
の変化傾向は地域により異なり,変動係数も大きい.津
山市では1960年には1割台であったが,その後の低下が
顕著である.しかし,勝央町 ･勝田町,鏡野町,久米南
町,英由町などでは,1960年以降に顕著な上昇がみられ
る.とくに,ブ ドウは勝央町 ･久米南町 ･柵原町 ･英田
町などで,大粒の種無しブ ドウ (ニューピオーネ)を主
体にマスカットベ- リー A,デラウェアが露地とハウス
で生産されている.しかし,1980年まではブドウの栽培
面積が増加した地域が多いが,それ以降,勝央町 (1980
午 ;33ha,1990年 ;24ha,2000年 ;14ha)や久米南町
(1980年 ;32ha,1990年 ;28ha,2000年 ;23ha)ではブ
ドウの栽培面積はおおむね減少傾向にある (図8).ま
た,勝央町では幸水梨 ･-ウスモモ,加茂町では西条柿,
久米町では新高梨を栽培している.
花井比率は全般的には低位ではあるが,多くの地域で
徐々に上昇している.奥津町や上斎原村ではその比率が
おくつちょう
高くなっており,とくに奥津 町では,ユリ･カーネー
ション･リンドウ栽培がもたらす割合が大きい.
工芸作物では,顕著な変化はないが,高い比率を示す
柵原町 ･中央町 ･久米南町 ･旭町 ･美作町 ･勝田町 ･作
東町などでは,5%から10%台の数値がみられ,なだら
かな吉備高原から美作台地にかけて盛んな菓タバコの生かいた
産が反映されている.また,英田町や美作町の海田地区
では､茶 (生薬)が多く栽培され,後者は岡山県内で最
大の生産地である.
種苗比率では低い地域が多く,時間的変化にも波があ
るが,1980年には旭町 ･勝北町で5%,奈義町では1割
を占めた.養蚕の比率もきわめて低位であるが,1960年
から1980年にはすべての地域でわずかながらも生産され
ていた.しかし,その後,養蚕は当地域から消えた.
畜産比率は米に次ぐ高さを保持しているが,その推移
方向は地域により様々であり,地域差が年々拡大してい
る.生乳,鶏卵,肉用牛,豚,ブロイラーのいくつかが
各市町村の農業粗生産額の多くを支えており,2000年で
畜産比率が5割以上を占めたのは中央町,久米町,奈義
町 (黒豚など)である.乳用牛は津山市,勝央町,奈義
町で,肉牛は勝北町,奈義町,津山市で,それぞれ千頭
以上が飼育されているが,近年は減少傾向にある.鶏は
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図7 主な市町におけるタバコの収穫面積の推移
各年次の農業センサスにより作成
図8 主な市町におけるブ ドウの栽培面積の推移
各年次の農業センサスにより作成
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採卵 ･ブロイラーともに飼育する農家が少数になり,20
00年では秘匿される統計数値が多くなり,実態を把握し
難い.
奈義町では冷涼な気候と清流を利用してワサビが栽培
されており,｢作州ワサビ｣として根 ･葉が販売されて
いる.勝田町では,豊富に自生している山菜のうち,町
内に自生するタラ (ノメ)をふかし栽培して出荷してい
るほか,紙幣の原料になるミツマタを栽培 している.
林産物では,柵原町,英田町でシイタケが栽培されて
いるほか,久米南町ではマツタケを産する.アマゴは山
深い渓流に生息し,当地域では ｢ヒラメ｣と呼ばれる.
富村や勝田町ではアマゴを養殖 している.また,吉井川
の支流の吉野川はアユの宝庫である.
3 柵原鉱山一柵原地域の小史-
よしいがわ
吉井川の中流沿いにある柵原鉱山は,平成 3(1991)午
に75年間の操業を終えて閉山しており,鉱石輸送に活躍
かたかみ
した片 上鉄道も同年に廃止された.後述するように,
柵原鉱山の機能や形態は大幅に変わっているが,それが
過去から果たしてきた影響は計り知れないので,津山地
域の性格とその推移を説明するうえで不可欠である.な
お,ここでの説明は,片山 (2001),同和鉱業 (秩)社
史編纂委員会編 (1985a,1985b),柵原鉱山顕彰会 (199
2)などの文献に依拠するところが多く,やや通史的な
論調にならざるをえない,
柵原鉱山の発見は,慶長年間に津山城の築城のための
石材収集中に褐鉄鉱の露頭を見つけたことが最初である.
1882(明治15)年には硫化鉄鉱の露頭が柵原で発見され,
同17年に柵原鉱山と呼ばれるようになり,採掘が開始さ
ひ さぎ しもだに
れた.1893(明治26)年に久木鉱床,1894年に下 谷鉱
やすみいし
床,1895年に休 石鉱床が発見された (図9).鉱石の
種類は,硫化鉄鉱 ･含銅硫化鉄鉱 ･磁硫鉄鉱から構成さ
れていた.硫化鉄鉱は俵詰めにして,当初,高瀬舟 (平
底舟 ;長さは14.5m,幅は2.6m)で吉井川を下り毎年
くばん
秋の彼岸の中日から翌年の夏至まで河口の九蛤港に輸送
され,1往復に5日をかけた.九蜂からは大阪に送られ,
長州藩士藤田伝三郎が設立した合名会社藤田組によって
わ け
硫酸に加工された.もう1つのルー トは柵原から和気ま
で下り, そこで鉄道に積み替えられた.和気の上流の佐
あませ
伯町天瀬から下流には堰がいくつかあって,初夏から秋
の彼岸までは農業用水の利用が多いので,吉井川の水位
が低下し,高瀬舟が利用できなかった.
藤田組は,日本各地で鉱山業に主力を傾注してきたこ
とで知られ,1899(明治32)年から明治45年にかけて児
島湾干拓事業に着手し,古くはその名に因む藤田村があ
り,現在は岡山市藤田になっていることでも知られる.
こぐし
また,1893(明治26)午,現在の岡山市小串地区に㈱日
本製鋼硫酸肥料の小串精錬所が設置されたので,含銅鉱
がここに送られた.さらに,1896(明治29)年に下柵原
鉱床で褐鉄鉱の露頭が発見され,製鉄原料として利用で
きることがわかったので,1900(明治33)年から露天掘
りされ,高瀬舟で吉井川を下り,八幡製鉄所に送られた.
藤田組は,1913(大正2)年に岡山市大島の大島精錬
所を買収し,原料確保をめざしていた.1915年以降,藤
田組により柵原鉱山の鉱区が次々に買収され,本格的に
採掘が始まったが,大正 7年 7月の洪水被害が甚大であ
ったので,約 1年半は本格的な採掘ができなかった.19
や た
23(大正12)年には柵原から矢田までに架空索道が完成
して鉱石輸送の利便性が向上し,矢田から片上までは鉄
道で輸送され始めた.
1926(昭和元)年には柵原本鉱第2鉱体が,1929年に
は第3鉱体が発見され,1931年2月に私鉄片上鉄道が柵
原町から備前市片上まで全線開通し,索道による鉱石輸
きちがはら
送は廃止され,選鉱場が吉ケ原に完成 した.昭和期に入
って硫化鉄鉱の採掘量は急増し,昭和10年代には従業員
数も急増した (図10).片上鉄道は,柵原鉱山の硫化鉄
鉱を輸送するために敷設されたもので,旅客も運んでい
た (図9).
しかし,1945(昭和20)年 9月17日に襲来した枕崎台風
による風水害で,採掘は約半年,中止された.硫化鉱の
用途は化学工業向けの硫酸製造用で,昭和10年までは過
燐酸石灰向けが第 1位であったが,それ以後は硫安 (肥
料)向けが1位になった.鉱石は,硫酸と鉄に分離され,
硫安や鉄などの工業製品が製造された.戦中戦後の食糧
難を解決するために,化学肥料の原料である硫安の需要
が急増し,その原料である硫化鉱の増産が求められたか
らである.1945年12月,藤田組は社名を同和鉱業に改め
た.
戦後は機械化による増産計画が進み,1951(昭和26)午
しもやなIlら
に月産4万 トン起業を完成させた.また,下柵 原,久
しもだに ひ だ しろ
木,下 谷 ･火田城などの新鉱床の探査を試みた.柵原
鉱山の鉱床が分布する久米郡吉岡村,勝田郡北和気村 ･
南和気村 ･飯岡村は鉱山の最盛期の1955(昭和30)年1月
に合併して柵原町になり,久米郡に属することになった.
当時は町内に小学校が6校,中学校が2校あった.福利
施設では,社宅,独身寮,供給所といわれた販売施設,
鉱業所附属病院 (1953年12月に完成),保養所 (湯郷温
泉の白さぎ寮 ;1959年 9月完成)などがあり,特筆すべ
きことに劇場があった.
1966年度には7万 トン出鉱を実現し,硫化鉄鉱の採掘
量は1966年に約85万 トンのピークに達したが,従業員数
は第2ピークの1960年以降減少し始めていた.最盛期の
採掘は3交代制/ 日で,鉱石の約85%が片上港から海上
輸送され,約15%が和気駅から山陽線で陸送されていた.
しかし,その後,硫化鉱を取り巻く環境が急変した.疏
酸の輸出が競争激化により不振になるとともに,良質の
鉄鉱石が1962年から安定して輸入されるようになったの
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図 9 柵原鉱床の分布
柵原鉱山顕彰会 (1992)‥傾 彰記念誌柵原鉱山｣による
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柵原鉱山の従業員数と硫化鉄鉱の採掘量の推移
????
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ?
? ? ?
?
??
? ? ?
｣敵
図 10 柵原鉱 山の従業員数 と硫化鉄鉱採掘量の推移
同和鉱業 (秩)社史編纂委員会 編 (1985):｢創業百年史 [資料]｣によ り作成
!□1971年
■1990年
■2000年
.-.＼ 一._
-1
di岩⊆≡芦⊇-
＼＼ ＼ ＼ 一
､一 ､､
田` liii⊇- lii十 二l
＼_｣
図11 津 山地域 の市町村別 の工業事業所数 の推移
各年次の工業統計表 により作成
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で,硫酸焼鉱が鉄鋼所に引き取られなくなった.さらに,
米の減反政策が引き金になって肥料の内需が急減 し,疏
化鉄鉱の貿易自由化 (1971年6月)や公害対策としての
排煙脱硫の進行が硫化鉱の需要減に拍車をかけたので,
生産量が急減し,従業員は次々に解雇されていった (図
10).
柵原町の人口推移を振 り返ると,1920(大正 9)年に
は9,234人であったが,1930年には10,308人に増加 し,1
950(昭和25)年から1960年にかけては1万5千人を超え
ていた.しかし,1970(昭和45)年には10,024人に減少 し,
その後も減少し続け,2000年には6,871人になった.
柵原ふれあい鉱山公園は,鉱石輸送用につくられた吉
ケ原駅舎と操車場のあった場所につくられ,旧片上鉄道
の車両や高瀬舟の実物が展示されてお り,鉱山資料館が
1998年11月にオープンした.最も繁栄した昭和30年代の
町並み,地下400mの坑道,硫化鉱の採掘作業用の機械
などが再現されている.
また,休止抗道の横穴内の気温が年間摂氏16-17度で,
ほぼ一定であることを利用して,ウド,黄ニラなどが遮
光栽培され,菌床シイタケが培養されている.さらに,
洋ランやイチゴの花芽の分化を促進させたり,ワインや
純米酒を長期保存して熟成させている.202年には,高
地の低酸素状態を自在に設定して トレーニングできるコ
ースがつくられた.
鉱山関係以外で柵原町にある施設では,海抜320mの
吉備高原にあって,周囲の眺望もよい月の輪古墳 (県指
ゆうか
定重要文化財)と文化財収蔵庫が飯岡にある.町立さつ
き天文台は,1996(平成8)年4月に下谷にオープンした｡
ふ じた
また,藤田にある農村型 リゾー ト南和気荘は,廃校にな
った小学校を改装 して整備 した.
4 内陸工業団地
4.1津山地域の内陸工業団地の形成
工業統計表からみた津山地域の事業所数は景気変動を
敏感に反映しており,1971(昭和46)年の790から,1980
年に923,1990年に947に増加 したが,2000(平成12)年に
は710に減少した.これらに占める津山市の事業所数の
比率には大きな変動がなく,約4割である.津山市の事
業所数は1971年の353から減少 し,2000年には252になっ
た.津山市の従業者数は1990年には9千人を超えたが,
いんのしょう
2000年には7,214人に激減 した.津山市には, 院 庄
こくぷんじ
(開発年度は1967-68年度,面積は17.4ha), 国分寺
.tLL:･
(開発年度は1972-73年度,面積は24.9ha),綾部 (開
くさかへ
発年度は1974-75年度,面積は8ha),草加部 (開発年たかの
度は1976-84年度,面積は42.9ha),津山市高野 (開発
年度は1979-80年度,面積は8ha),津山中核 (開発年
度は1986-91年度,面積は59.8ha)の6つの工業団地が
あり,院庄工業団地の事業主体は岡山県であるが,他は
すべて津山市である.
中国縦貫自動車道の落合一美作間 (42.2km)が1974
(昭和49)年12月に開通 し,1975年10月には美作一福崎間
(60.2km)などが開通 したことにより,津山付近以東は
それまで約4時間を要した大阪までの時間が約 2時間に
半減 した.上記の工業団地のほとんどが,中国縦貫自動
車道の吹田一落合間が開通 した1975年前後に開発され,
40社以上の企業が主に京阪神から進出した.
事業所数では,勝央町や勝北町での増加が顕著である.
とくに,勝央町では勝央中核工業団地 (開発は1975年か
ら78年,94.4ha,23社),勝央第二(開発は1988年から89
午,9.2ha),新勝央中核 (開発は1993年から96年,48.8
ha)の大規模な工業団地の造成で,事業所数が着実に増
加 し,1971年には32であったが,1980年に53に増加 し,
2000年には61になった.また,勝北町の事業所数は1971
年には21であったが,1980年に30,1990年に45に増加 し,
2000年には34に減少 した.他の町村では,奈義町 (1971
午 ;12,2000年 ;33)と中央町 (1971年 ;9,2000年 ;
23)での事業所数の増加が目立つ.しかし,加茂町 (19
71年 ;34,2000年 ;21),美作町 (1971年 ;66,2000年
;45),作東町 (1971年 ;54,2000年 ;28)では事業所
数の減少が顕著であり,津山地域内でも市町村によって
差異がある (図11).
従業者数でも,勝央町の増加がとくに顕著で,1971年
の871人から2000年には2,585人に増加 した.同期間では,
奈義町 (367人-895人),美作町 (870人-1,253人),勝
北町 (342人-724人),柵原町 (559人-768人),鏡野町
(684人-837人)などの従業者数もかなり増加 した.19
90-2000年では,勝央町と奈義町以外では工業従業者数
が減少 した.この他の町村の従業者数には大きな変化が
ないか,減少傾向にある.中国縦貫自動車道の津山と佐
用の間の作東に,インターチェンジ (Ⅰ.C.)をつくる計
画がある.
4.2津山市の工業特性
次に,津山市の工業の主要業種の推移をみる.事業所
数では,1980(昭和55)年までに多数を占めていた食料
品 ･飲料 ･飼料 ･たばこ製造業 (1971年 ;59-2000年 ;
34),木材 ･木製品製造業 (1971年 ;46-2000年 ;12),
パルプ ･紙 ･紙加工品製造業 (1971年 ;33-2000年 ;1
0),衣服 ･その他の繊維製品製造業 (1971年 ;31-2000
午 ;29),窯業 ･土石製品製造業 (1971年 ;25-2000年
;14)などが次第に減少 してきた.しかし,かつては少
数であった一般機械器具製造業 (1971年 ;19-2000年 ;
27)や電気機械器具製造業 (1971年 ;16-2000年 ;28)
は,おおむね増加傾向を示 した(図12).
従業者数では,電気機械器具製造業の伸びがとくに顕
著である.この業種は1971年にも業種中では最多の1,45
0人の従業者を擁 していたが,1990(平成 2)年には3,429
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図12 津山市工業の主要業種の事業所数の推移
各年次の工業統計表によ り作成
図13 津山市工業の主要業種の従業者数の推移
各年次の工業統計表によ り作成
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図14 岡山県北の推計観光客数の推移
各年次の岡山県観光物産課 ｢岡山県観光客動態調査｣により作成.
人にまで増加した.2000年には従業者数は2,740人に減
少したが,増加率では群を抜いている.一般機械器具製
造業 (1971年 ;535人-2000年 ;963人)や金属製品製造
莱 (1971年 ;152人-2000年 ;497人)の従業者数も,増
加傾向をみせた.逆に,これら以外の業種では,従業者
数は減少しており,とくに繊維工業 (1971年 ;1,034人
-2000年 ;169人),衣服 ･その他の繊維製品製造業 (19
71年 ;702人-2000年 ;492人),木材 ･木製品製造業 (1
971年 ;703人-2000年 ;273人)の業種の落ち込みが目
立つ (図13).
つや 圭は くあい し
岡山県知事指定伝統的工芸品では, 津山箔合紙, 城下
ておりさくしゆうがすり つや まね りてん じん
町津山で発達した丈夫な手 織 作 州 餅, 津山練り天神
みつまた
がある.津山箔合紙は美作地方産の三 極を原料にした
高級和紙で,金箔や銀箔をはさむ箔合紙として京都や金
沢の金箔工芸家には欠かせないものである.津山産のも
のは,薄さ,強さ,手ざわりの良さなど,品質の良さで
評価が高い.津山練り天神は,男児の初雛祝い,書道上
逮,学問成就,合格祈願などに使われる津山地方に伝わ
る素朴な民芸品である.
最近では,津山市の北西部と鏡野町に広がる総合流通
団地とその周辺の整備が進みつつある.また,鏡野町の
お とめ
男女山公園には,民間企業が蜂の巣型の巨大な風力発電
装置を2000年に建設し,町に寄贈して新しい景観形成に
一役買っている.
5 観光
津山地域の観光資源には,古くからの温泉,津山市の
都市観光,比較的新しい ｢農村 リゾー ト｣と呼ばれる農
村観光がある.
ゆのごう
当地域には,美作三湯のうち,湯 郷温泉と奥津温泉
さぎのゆ
がある.湯郷温泉は鷺ノ湯とも言われ,藩政期に津山藩
主の保護を受けて発展してきた岡山県最大の温泉観光地
で,美作Ⅰ.C.から近い.京阪神や岡山県内などからの観
光客が年間で約百万人で,観光バスによる団体客の入込
率が大きく,吉野川沿いにホテルや旅館が建ち並ぶ.岡
山県の推計によると,1970(昭和45)年の入込客数は30万
人にも満たなかったが,1976年には50万人を超え,1988
(昭和63)年には約98万人に達した.その後は80-90万人
台で落ち着いているが,長期的には増加基調にある.
奥津町の奥津温泉の歴史も江戸時代以前に遡るが,大
正時代に共同浴場が開設され,昭和初期にかけて旅館が
建てられていった.奥津温泉を舞台にした藤原審爾の小
説 ｢秋津温泉｣が1962年に映画化され,その名が全国的
に知られる契機になった.20-30万人台の観光客数があ
る (図14).
上斎原村には,核燃料リサイクル開発機構の展示施設
おんばら
や,恩 原高原の自動車キャンプ場,県立森林公園 (開
園は1970年)などがあり,20-30万人台の観光客が訪れ
る.県立森林公園 (面積は約334haで,4-11月)は,
人形仙の南西麓で上斎原村新古屋にあり,鳥類や自然の
観察と森林浴が楽しめる.
津山市は18万6千石の城下町,岡山県北の中心である
津山市内には,城下町起源に因む歴史文化を活かした数
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々の観光資源があり,40万人台の観光客を吸引している.
かくざん
鶴 山公園 (国指定史跡の津山城跡を含む)は桜の名所
で,1604(慶長9)年に築城され始めて1616(元和2)
年に完成した津山城の石垣が残る.2001年度から備中櫓
の復元整備事業に着手しており,築城400年になる2004
年度末までに完成予定で,観光客の増加が期待できる.
ながつぐ
このほか,池泉回遊式の庭園で森家2代藩主長 継公
しゆうらくえん
が京都から作庭師を招いて築造した衆 楽 園,江戸時代
から昭和初期頃までの建物が保存されている出雲街道沿
いの城東むかし屋敷(2002年に付近で火災が発生した),
みつくりげんぼ
箕作院甫旧宅,大正時代に建てられた元銀行の赤煉瓦の
建物を利用した津山洋楽資料館などがあり,小京都の1
つとして親しまれている.
都市と農村の交流を促進する一環で,平成期に入って
から,県内各地に農村リゾー ト型施設が建設された.こ
のうち,勝央町のファーマーズ ･マーケット･ノースヴ
ィレッジは,北欧の農村イメージを複合的に取り入れて
1997年に開園した農業公園 (23ha)である.農家,畜産
加工施設,畜舎,牧場,ロッジ,野菜工場,イチゴハウ
スなどがあり,園外でサツマイモやブ ドウなどの農業収
穫体験を楽しむこともできる.灘崎町にある南欧風のサ
ウスヴィレッジとともに,おかやまファーマーズ ･マー
ケット管理運営財団が運営しているが,いずれの入園料
も2002(平成14)年4月から無料になった.
旭町のまきばの館は,岡山県畜産センターの再編にと
もなって1991年に開設された.畜産加工施設,ハーブ園,
レストラン,乗馬施設などがあり,最後の2つは民間経
営であるが,(社)県畜産公社が全体を管理している.
このほか,小規模な農村宿泊地には,1990年4月に開
おぷさ
設された作東町小房,勝北町の ｢奥津川ラビンの里｣(1
998年4月)などがある.
6 主な都市
6.1津山地域の人口増減
津山地域の人口は,1950(昭和25)年には273,182人で
あったが,1975(昭和45)年には208,134人に減少し,そ
の後も減少し続けて2000年には204,786人になった.辛
世紀のうちに,約7万人減少したことになり,津山市以
外の町村のすべてで,人口が減少した.
しかし,津山市の人口は,1950年に79,583人 (津山地
域の29%)で,1975年には79,907人 (同38%)に微増し,
その後は増加が顕著で,2000年には90,151人 (同44%)
になった.1万人余りの人口増で,圏域に占める割合は
増加してきた.
津山市に近い町村の人口数は比較的多いが,遠くなる
につれて人口数は少なくなる.1950-2000年で人口の半
分以上が減少したのは,奥津町 (増減率は-72.5%,演
少は4,860人),富村 (同一59.9%,1,273人),旭町 (同
-58.9%,4,975人),柵原町 (同一56.0%,8,742人),磨
田町 (同一54.0%,4,522人),阿波村 (同一52.5%,751
人)の6町村である (図15).
次に,津山地域には通勤や買物行動などによるまと
まりがある程度認められることを前提に,順位 ･規模モ
デル (Rank-sizerule,Auerbach-Zipfの法則 ともいわれ
る)を援用することにより,津山地域の市町村別の1970
年以降の人口規模の資料を用いて分析を試みた.その結
果は,表1に示されている.
y切片を示す aは,経年的に減少しており,これは
圏域全体の人口減少が反映されていると考えられる.勾
配を示すbは,人口の分散化 Diversificationと統一化
Unificationの 2つの力によって決定されると考えられて
いる.分散化は,各構成地域の人口規模の均一化であり,
統一化は各構成地域人口の大都市-の人口集中化を意味
する.仮に,分散化と統一化の力が等しい場合には,b
--1.0になる.分散化が強まればbの絶対値は減少し,
統一化が強まるとbの絶対値は増加する.この事例の場
合,bの絶対値は経年的に増加し続けており,急勾配化
している.つまり,構成市町村間の人口差異が全体的に
拡大しており,首位都市である津山市-の統合 ･従属化
が進行しているとみなすこともできるかもしれない.し
かし,bの統計的有意性の水準は,かなり低いことに十
分に留意しなければならない.これには,人と物の流れ
の広域化に伴う津山市の中心性の低下が関係しているも
のと予想できる.
相関係数 rの絶対値は,0.8以上でかなり大きく,
経年的に次第に増加しており,1970(昭和45)年から1975
年にかけての増加幅がとくに大きい.結果的に,人口規
模と順位の対応自体は,経年的に一層良好になってきた
ことを意味することになる.
総じて,県北部の中心都市の津山市の郊外とその近く
が発展した感があり,津山地域の周辺部のほとんどが長
期的には次第に衰退してきた.ただし,順位 ･規模モデ
ルでは,クリスタラーの中心地理論のように,2次元空
表1 順位 ･規模モデルによる津山地域の分析
年 次 a b r
1970年 3.604+++ -0.960+ -0.805*+*+
1975年 3.563H* -I.088* -0.889HH
1980年 3.553*H -I.1ll+ -0.896HH
1985年 3.549** -1.135* -0.900+H+
1990年 3.525H -1.168* -0.902HH
1995年 3.507++ -1.191* -0.906HH
2000年 3.484H -1.205* -0.909*H*
****:1%水準で統計的に有意.
***:2%水準で統計的に有意.
**:5%水準で統計的に有意.
*:50%水準で統計的に有意
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図15 津山地域の人口規模とその増減
国勢調査報告により作成.
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表2 開店期間 ･売場面積別のスーパーの店舗数
開店期間 売 場 面 積 津山市 美作町 勝央町 中央町 久米南町 鏡野町
～ 1980年 <1,000m21,000-3,0003 55. ≦ 451 1 2
1981～90年 <1,000m21,000-3,0003 55 ≦ 62 1 1
1991年～ <1,000m21,000.-3,0003 55. ≦ 13 21 2 1
商業界(2000):｢日本スーパー名鑑 -ol店舗編㊦｣により作成.
ただし,開店時期や売場面積が記載されていない店舗は含めていない
間における都市の位置 ･座標は明示的には考慮されてい
ないことに注意すべきである.
6.2津山市の交通と商業
津山市は古くから美作国の中心であり, 牧野(1998)
いまづやばし せんどうまち
などによれば,近世以降は今津屋橋付近の船頭 町が吉
井川を往復する高瀬舟の川湊として,明治初期まで繁栄
した.明治中期以降は,道路や鉄道交通が次第に整備さ
れ,河川交通はその機能を失っていった.
1898(明治31)年に津山一岡山を結ぶ中国鉄道が開設
つやまぐち
され,津山口駅が当時の津山の玄関であった.現在の津
山駅は1923年に設置され,津山一新見間が1930年に,津
山一姫路間が1936年に開通して姫新線が全通し,津山-
ち ず
智頭間は1932年に開通して鳥取までの因美線が全通し,
津山は山陽と山陰を連絡する中間地点として大きな役割
を果たしてきた.
1994(平成6)年12月には智頭線4)が開通し,西粟
倉村 5)と大原町を通るようになり,智頭急行 (特急列
車)が大阪 ･京都に直接乗り入れるようになって,岡山
県東部の利便性が向上した.JR津山線は1996年度に高速
化され,津山一同山間は便利になったが,岡山一鳥取を
かみごおり
連絡する特急列車は上 郡経由で智頭線を通るように変
化したので,鉄道交通からみた津山の結節性や利便性は,
相対的にやや低下したと考えられる.
また,津山は岡山県北地域のバス交通網の起終点とし
て各地を連絡しているが,自動車交通の発展と道路整備
によって,鉄道とともにバス交通が従来ほどには活用さ
れなくなってきた.しかし,JR津山駅前を起点としたり,
あるいは経由する中 ･長距離高速バス便は,大阪,神戸,
東京,岡山空港,岡山とを連絡しており,津山には,都
市間の交通で相変わらず一定の結節機能がある.
1970年代以降,津山市の中心市街地周辺で住宅地化が
進展するにともない,郊外-の人口分散が進み始めた.
これに呼応して,スーパーやD.Ⅰ.Y.店を中心とした大型
小売店舗が郊外に立地し始めた.1977年に,国道53号線
かわさき
沿いの川 崎にイース トランド (マルイなど)が開店し,
にのみや
1982年にはウェス トランド (マルイなど)が二 宮に進
出した.1996年に津山リバーシティ (ジャスコ)が東部
かわなべ
の河 辺に立地し,1997年にはノースランド (マルイな
かみかわら
ど)が上河原に進出した.しかし,大型店として1970年
に中心商店街の銀天街に立地したニチイが1996年に撤退
するなど,中心市街地の商業吸引力は相対的に低下した
中心商店街の再開発事業で集客力の巻き返しをはかる
ために,アルネ津山 (天満屋,音楽文化ホール,市立図
書館など)が1999年に開店し,津山市の中心市街地の活
性化に力をかなり入れてきた(山下 ;2001).近くの今津
屋橋商店街でも電線を地中化し,歩道をカラー舗装し,
か っば
ごんご (河童)のモニュメントを設置し,アーケー ドを
瓦葺きの白壁に改修するなど,景観の改善を工夫してき
た.
当地域のスーパーなどの大型店舗数や売場面積は,大
規模小売店舗法の規制緩和の進展につれて次第に増加し
津山市以外では勝央町や美作町などにもスーパーが立地
した (表2).しかし,大型店舗は自動車交通による接
近が便利な郊外や幹線道路沿いに分布しており,人口が
少ない町村には立地がほとんどみられない.
津山市は 1983年の第三次全国総合開発計画でモデル
定住圏に指定されたほか,1969年の津山広域市町村圏,
1982年の津山新広域市町村計画,1993年の津山地方拠
点都市地域の設定でも,それぞれの中心に位置づけられ
ており,岡山県北部の経済 ･文化の要であることには変
わりない.
6.3その他の中心地
津山市に次ぐ中心地が美作町である.美作町には勝英
地方振興局が設置されており,その管轄範囲は勝田郡と
英田郡を含んでおり,美作町の商圏よりもかなり広い.
はや しの
美作町の中心の林 野は,古来,津山盆地東部を流れる
吉野川沿いの川港で,周囲の米の集散地として繁栄し,
水運による交通が消滅してからも商業機能が残り,1990
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年代には幹線道路沿いに大型商業店舗が相次いで立地し
た,国道 179号線,JR姫新線が美作町域を東西に走り,
津山や姫路-連絡しているほか,美作Ⅰ.C.がある.ま
た,林野からは,国道374号線が湯郷温泉街を通って南
に伸び,岡山市-の交通も便利である. かつまだ
ほかには,出雲街道の宿場町として栄えた勝間田,姫
新線の開通で製糸工場が設置されて発展した江美,津山
ゆ げ
と岡山を結ぶ津山往来の宿駅として栄えた街村の弓削の
ような小中心地があり,いずれも交通上の利便性により
発展した.
7 おわりに
本稿では,津山地域の性格について近年の主産業の
変化を中心に説明してきたが,最後にこれらの課題を簡
潔に列挙しておく.
津山地域の農牧業を取り巻く状況一般は非常に厳しく,
1960年から2000年までの変化をみると,総農家数,専業
農家数,経営耕地面積などは顕著な減少を示してきた.
しかし,大豆や野菜類などの生産は,数少ない活路を見
出してきた.兼業農家が農地管理を維持できているうち
に,農業就業者による新たな経営組織を少しずつ育成し
ていくことが求められる.
柵原鉱山は過去の栄華の一端をさまざまな形で活かす
ことで,独自の地域づくりを着実 ･持続的に進めている.
工業団地の造成による企業立地は,中国縦貫自動車道の
開通と前後して急速に進み,津山地域の雇用状況を一新
させてきたが,長期的には農業や工業などを初めとする
地域の就業機会の充実の観点から改めて検討されるべき
であろう.
都市や地域の発展には,ある程度の人口増加が欠かせ
ないが,中心部においても長期的に住民が快適に暮らせ
る生活環境を充実させたり,来訪者が来たくなってしま
う散策機能を各所に配置することが重要である.津山市
街地活性化事業は,TMO計画として稼働しつつあるが,
津山市の郊外化の現状や津山地域の将来像を必ずしも十
分に見据えたものであるとは限らず,他の多くの都市中
心部の場合と同様に,小手先の対症療法にとどまってし
まうかもしれない.
そこで,津山地域の観光諸資源の特異性を精査して多
面的に宣伝すれば,来訪者数が増加する余地はあると思
われる.現状では,津山市は近隣の湯郷温泉や湯原温泉
に宿泊機能の多くを任せて,通過観光地に甘んじている
感がある.しかし,ファーマーズ ･マーケットなどのよ
うに,中心となる観光イメージ ･哲学の安易な輸入 ･模
倣には,慎重であるべきである.借り物は長期的には,
まるでメッキが剥げるように飽きられたり忘れられてし
まうのが常であり,持続的に地域に密着した観光資源に
はなり難い.この点からすると,既存の資源に価値を付
加しようとする津山城の備中櫓の復元整備事業は,地域
性を磨く新たな契機の1つになる可能性がある.
注
1)例外的であるかもしれないが,たとえば,広島市で
は,広島大学の地理(学)関係者の絶大な協力を得て,
市史の一部に地理編を設定し,大著を刊行している.
広島市(1983):｢広島新史 地理編｣,広島市,925p.
2)たとえば,愛媛県文化振興財団は,郷土の文化史 ･
生活史を展望できるシリーズとして,"えひめブック
ス"を刊行している.
3)身近な事例では,地理 ･地誌に限らないが,岡山市
の日本文教出版が,岡山県内の多数の事象に関Lで'
岡山文庫"を刊行し続けている.また,福武書店は,
石田 寛 監修,竹久順一 責任編著(1978):｢岡山県
の地理｣,655p.を出版している.さらに,神戸新聞総
合出版センターでは,"のじぎく文庫"や播磨学など
を初めとする兵庫県内の郷土文化に関する多数の研究
･解説書を,従来より出版してきた.また,日本地誌
に限定すると,二宮書店による日本地誌シリー ズ(21
巻),大明堂による日本地誌ゼミナールと新日本地誌
ゼミナールなどがある.
さよう かみごおり
4)営業キロは56.1kmで,智頭から佐用を経由して上 郡
までの14駅であるが,｢恋山形｣,｢宮本武蔵｣,｢河原
原円心｣など,旅情を誘う駅名をつけている. トンネ
ルは41カ所で,その延長は約 24kmで,営業キロの
4割を超える.
5)西粟倉村を通る中国横断自動車道姫路一鳥取線は,
工事中である.この道路は国道373号線と数カ所で交
差して,中国自動車道の作用 Ⅰ.C.の東方に計画され
る佐用J.C.Tで 交わる予定である.志度坂峠道路の岡
山県側 9.6km (峠一西粟倉LC.)は開通して,すでに
使用中である.
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